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特許紹介

＜発明の要旨＞
円錐ころ軸受において，その負荷容量の低下を

できるだけ抑制しながら，摩擦トルクを低減す

る．

外径がＤの外輪と，内径がｄの内輪と，ピッチ

円の直径がｄｍである複数の円錐ころとを備える

円錐ころ軸受において，2ｄｍ／（Ｄ＋ｄ）によっ

て表されるＰＣＤパラメータが0.96～0.985の範囲

内の値であるようにする．
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＜発明の要旨＞
円筒ころ７の進み遅れに伴う圧縮力は保持器５

によって支持する構成で，保持器５の係止用凹部

21の傾斜面13に対向する固体潤滑剤20の対向面と

の間に隙間25を設けることにより，圧縮力が固体

潤滑材20に働くのを回避でき，これにより円筒こ

ろ７の進み遅れによって固体潤滑剤20が破壊する

のを防止でき，使用に伴って固体潤滑剤20の径方

向高さが減じた場合，保持器５が軸心８回りに回

転すると，この傾斜面13によって固体潤滑剤20が

径方向外側に押圧されるので，軌道面の潤滑を長

期にわたって維持できる．
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特許紹介

＜発明の要旨＞
マイクロコンピュータ８の中のＲＯＭには，

sin信号およびcos信号の値とロータ回転位置θと

の関係がテーブル化されて格納されており，sin

出力巻線63から出力されるsin信号およびcos出力

巻線64から出力されるcos信号を一定のタイミン

グでサンプリングし，これにより得られるsin信

号およびcos信号の瞬間値をＡ／Ｄ変換すること

によって，sin信号およびcos信号の瞬間値データ

を取得する．ロータ回転位置を記憶する記憶手段

と，サンプリング手段によって取得されたsin信

号またはcos信号の瞬間値の少なくとも一方が予

め定めるデータ範囲外である場合に，少なくとも

過去２回のロータの回転位置に基づき，現在のロ

ータの回転位置をプログラム処理によって推定す

る異常時回転位置推定手段とをさらに含むことを

特徴とするモータ制御装置．

ステアリングロック装置
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＜発明の要旨＞
本ステアリングロック装置23では，ステアリン

グシャフト３の係合部24と係合するロックピン41

と，ロックピン41を保持するロック装置本体42と，

ロックピン41をロック解除するための電磁式アク

チュエータ40とを有する．ステアリングロック装

置23はコラムタイプの電動パワーステアリング装

置１に適用されている．ロック装置本体42を，ト

ルクセンサ15を収容し，もともと強度のあるセン

サハウジング22，または車体側部材14に固定し，

コラムチューブの補強をせずに済むようにした．

ロックピン41を電動モータ16の回転軸30またはウ

ォーム軸19に係合させる場合には，ロック装置本

体42を低強度で安価なもので済ませることができ

る．
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